






要約:川崎病の既往がその後の生命予後に影響を与えるかどうかを観察する目的で,全国

52 院から 10.5 年にわたる全国調査で報告された患者で,特定の条件を満たす者全員を対

象に追跡調査を行った．発病後 2か月以内は全国の死亡と比較して高い死亡率が観察され

たが,2 か月以降では全国とほぼ同様の死亡率であった.


